
実習⽣: タナソン マニーラット 

Project Presentation

顧客管理のための新しいルール作り

実習先:  SP Intermach Co., Ltd.



データで判断する : 勘（かん）に頼らない

スタッフを助ける : 限られた⼈数で頑張る

⽇本の考え⽅を使う : もったいない・おもてなし

実習の⽬的



実習先の紹介

会社名: SP Intermach Co., Ltd.

仕事: プラスチックを作る機械の販売 (Selling plastic machines)

ブランド:

Haitian (中国): 安くて⼈気 (Cheap & Popular)

Niigata (⽇本): ⾼性能 (High Performance)



問題 (Problem):

お客さんが増えた (More customers)

スタッフが⾜りない (Not enough staff)

困ったこと:

誰が⼀番⼤事かわからない (Didn't know who is important)

全員に同じ時間を使っていた (Wasted time)

背景と課題



解決策 (Solution): ⽇本の考え⽅ × データ
三現主義: 現場の事実を⾒る (See the real facts)
もったいない: 古い機械を直す (Fix old machines)
おもてなし: 先回りする (Think ahead)

 プロジェクトの詳細と解決策



優先順位を決める表 (Priority Chart)

1.縦 (Y): 機械が壊れそうか 

2.横 (X): お⾦があるか

グループ分け:

1.すぐに売る (Sell now)

2.修理する (Repair / Mottainai)

3.⾒守る (Wait)

プロジェクトの仕組みと使い⽅



解決策 : ⽇本の考え⽅  ×  データ

三現主義: 現場の事実を⾒る 

もったいない: 古い機械を直す

おもてなし: 先回りする 

実⾏結果と成果



データ分析 (27社): 

1. 優先ターゲット (Priority): 40%

2.修理・もったいない (Repair): 15%

3.リスク監視 (Monitor): 11%

成功例 (Case Study):  Arrow社: お⾦がない →

「修理」を提案 → 受注！

結論 (Conclusion): 誰に時間を使うべきか、

データで分かるようになった。

データ分析によるリソースの最適化



通訳以外の仕事にも挑戦できて、⾃信になった。 

データを使って戦略を考えるのが⾯⽩かった。

⾃分が作ったマニュアルが⼈の役に⽴って嬉しかった。 

実習の感想とまとめ



ご清聴ありがとうございました。

質問があればどうぞ。


